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財務省の「社会保険の理解」は正しいのか？

保険でよい歯科署名 提出

６月５日国会要請行動

　

財
務
省
財
政
制
度
審
議
会
財
政
制
度
分

科
会
が
２
０
２
５
年
４
月
23
日
に
ま
と
め

た
『
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

　

財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
が
政
府
の
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
議
論
の
中
で
社
会

保
障
制
度
に
言
及
し
て
い
る
。「
効
率
化
」
の
名
の
下
に
医
療
者
と
患
者
、
世
代
間
を

分
断
し
、
公
的
医
療
保
険
制
度
の
変
質
を
狙
う
内
容
だ
。
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
政
策

に
詳
し
い
立
教
、
立
命
館
各
大
学
の
元
教
授
で
あ
る
芝
田
英
昭
氏
に
こ
の
問
題
に
つ
い

て
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
（
全
４
回
連
載
）。

（
財
政
各
論
Ⅱ
）
』
で
は
、「
社
会
保

険
の
基
本
理
念
で
あ
る
自
助
・
共
助

・
公
助
の
考
え
に
基
づ
き
共
通
認
識

が
醸
成
さ
れ
、
そ
の
体
現
に
向
け
て

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

全
体
が
有
機
的
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
理
想
」（
財
政
制
度
審
議
会
財

政
制
度
分
科
会
「
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
構
築
」
ｐ
16
）
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
同
分
科
会

が
使
用
す
る
「
基
本
理
念
」
が
政
府

内
で
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
の

か
は
怪
し
い
。

　

こ
の
文
言
は
、
政
府
の
「
社
会
保

障
の
概
念
」
を
大
き
く
変
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
例
え
ば
２
０
０
６
年
版

厚
生
労
働
白
書
で
は
「
我
が
国
の
社

会
保
障
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
、
加
え
て
「
社
会
保
険

制
度
な
ど
の
生
活
の
リ
ス
ク
を
相
互

に
分
散
す
る
共
助
が
あ
り
、
そ
の
上

で
自
助
や
共
助
で
は
対
応
で
き
な
い

困
窮
な
ど
の
状
況
に
対
し
、
所
得
や

生
活
水
準
、
家
庭
状
況
な
ど
の
需
給

要
件
を
定
め
た
上
で
必
要
な
生
活
保

障
を
行
う
公
助
が
位
置
づ
け
ら
れ

い
る
。
そ
の
後
の
政
府
文
書
で
も
同

様
の
概
念
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
今
日
ま
で
政

府
が
社
会
保
険
の
基
本
理
念
に
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
を
位
置
づ
け
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
に
、
あ
え
て

同
文
書
で
主
語
を
す
り
替
え
て
ま
で

基
本
理
念
の
変
更
を
望
む
の
か
。

　

医
療
保
険
等
の
社
会
保
険
に
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
を
位
置
づ
け
、

自
助
を
「
自
己
負
担
（
法
的
に
は

「
一
部
負
担
」）
」
、
共
助
を
「
保
険

料
」
、
公
助
を
「
公
費
負
担
」
と
す

る
こ
と
で
、
「
一
部
負
担
」
と
「
保

険
料
」
を
拡
大
し
、
公
費
負
担
を
極

限
ま
で
削
減
す
る
「
口
実
」
に
使
用

し
た
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
同
文
書
で
は
「
大
き
な
リ

ス
ク
は
共
助
中
心
、
小
さ
な
リ
ス
ク

は
自
助
中
心
の
原
則
」（
同
ｐ
21
）

を
徹
底
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
何

を
も
っ
て
「
大
き
な
リ
ス
ク
」、「
小

さ
な
リ
ス
ク
」
な
の
か
は
判
然
と
せ

ず
政
府
に
よ
る
恣
意
的
運
用
を
許
す

可
能
性
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
「
社

会
保
険
と
し
て
の
医
療
保
険
」
を
自

助
中
心
の
商
品
と
し
て
の
「
私
保

助
・
共
助
・
公
助
の
三
層
構
造
で
捉
え
て

い
る
と
理
解
さ
れ
、
そ
の
限
り
の
お
い
て

は
社
会
保
険
を
「
共
助
」
と
位
置
付
け
て

険
」
に
変
容
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
人

権
原
理
、
公
的
責
任
の
下
で
運
営
さ
れ
る

が
ゆ
え
に
あ
え
て
保
険
に
「
社
会
」
を
冠

し
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
捨
象
す
る
流
れ

で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。

る
」
と
し
て
い
る
し
、
２
０
１
０
年
版
厚

生
労
働
白
書
で
も
、
「
年
金
、

医
療
保

険
、
介
護
保
険
、
雇
用
保
険
な
ど
の
社
会

保
険
制
度
は
、
基
本
的
に
こ
の
共
助
を
体

現
し
た
制
度
」
と
述
べ
、
社
会
保
障
を
自

医
療
制
度
改
革
論
を
問
う

財
務
省
の

元
立
命
館
大
学
教
授
・

元
立
教
大
学
教
授

芝
田
英
昭

１

人類の進化と顎の退化
について語る馬場氏＝
６月８日、Ｍ＆Ｄホール

春夏秋冬
　

政
府
・
与
党
と
日
本
維
新
の
会
が
進
め

る
「
医
療
費
４
兆
円
削
減
」
方
針
の
も

と
、
長
期
収
載
薬
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保

険
給
付
除
外
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し
な
ど
、
患
者
負
担
を
増
や
す
議
論
が
加

速
し
て
い
る
。

　

す
で
に
国
民
は
、
医
療
保
険
料
に
よ
っ

て
医
療
費
の
約
45
％
を
負
担
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１
９
６
１
年
の
国
民
皆
保
険
制

度
導
入
時
に
は
無
料
だ
っ
た
窓
口
負
担

は
、
現
在
で
は
１
割
か
ら
３
割
へ
と
引
き

上
げ
ら
れ
、
い
ま
や
75
歳
以
上
の
資
産
を

反
映
さ
せ
る
新
た
な
負
担
拡
大
の
議
論
ま

で
浮
上
し
て
い
る
。
国
民
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
受
療
権
を
守
る
に
は
、
窓
口
負

担
は
軽
減
こ
そ
さ
れ
る
べ
き
で
、
こ
れ
以

上
の
引
き
上
げ
な
ど
到
底
容
認
で
き
な

い
。

　

中
で
も
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

は
、
「
自
己
責
任
」
の
名
の
も
と
に
受
診

抑
制
を
さ
ら
に
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
持

病
を
抱
え
る
人
や
経
済
的
に
困
窮
す
る
人

々
を
直
撃
す
る
施
策
で
あ
る
。
医
療
の
質

と
公
平
性
を
守
る
立
場
か
ら
見
て
も
、
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

協
会
は
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
」
の
理
念
の
も
と
、
署
名
活
動
や

市
民
講
座
を
通
じ
て
広
く
社
会
に
訴
え
、

国
会
へ
の
働
き
か
け
も
重
ね
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
患
者
の
医
療
ア
ク
セ
ス
を
守

る
も
う
一
つ
の
柱
が
、
歯
科
医
療
提
供
体

制
の
整
備
で
あ
る
。
歯
科
分
野
で
は
、
長

年
に
わ
た
る
診
療
報
酬
の
抑
制
が
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
日
本
の
歯
科
医

療
費
は
国
際
的
に
も
極
端
に
低
水
準
で
、

歯
科
医
療
の
手
間
や
高
度
な
技
術
が
正
当

に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
と
し

て
歯
科
医
院
の
経
営
は
極
め
て
厳
し
く
、

閉
院
が
相
次
い
で
い
る
。
歯
科
技
工
士
の

な
り
手
不
足
や
高
齢
化
も
深
刻
化
し
て
お

り
、
入
れ
歯
や
補
綴
物
を
製
作
で
き
る
人

材
が
い
な
く
な
る
「
入
れ
歯
難
民
」
問
題

す
ら
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
。

　

今
日
の
歯
科
は
、「
治
療
」
だ
け
で
な

く
、
口
腔
ケ
ア
を
通
じ
て
「
食
べ
る
楽
し

み
」
や
「
生
活
の
質
」
を
支
え
る
役
割
へ

と
広
が
っ
て
い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
要

と
も
な
る
べ
き
歯
科
医
療
体
制
が
崩
れ
つ

つ
あ
る
現
状
は
、
ま
さ
に
危
機
的
で
あ

る
。

　

こ
の
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
こ
う
し
た

政
治
の
あ
り
方
に
対
し
、
私
た
ち
が
明
確

な
意
思
を
示
す
機
会
で
あ
る
。
命
と
暮
ら

し
を
守
る
医
療
、
誰
も
が
安
心
し
て
歯
科

を
受
診
で
き
る
未
来
を
実
現
す
る
た
め

に
、
歯
科
医
療
の
声
を
、
そ
し
て
患
者
の

声
を
、
政
治
に
届
け
よ
う
。

「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
」
を
実
現
す
る
た
め
に

参
院
選
に
向
け
て
声
を
届
け
よ
う

者
に
訴
え
て
い
く
こ
と
、
府

下
の
全
開
業
医
に
５
部
ず
つ

発
送
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

歯
科
衛
生
士
の
浸
潤
麻
酔

行
為
に
つ
い
て
、
理
事
か
ら

は
「
丁
寧
な
議
論
な
く
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
運
動

で
抗
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
協

会
は
７
月
31
日
に
厚
労
省
医

政
局
・
保
険
局
を
交
え
た
交

渉
を
予
定
し
て
い
る
。

　

協
会
は
14
日
、
第
３
回
理

事
会
を
開
き
、
参
院
選
に
向

け
た
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

活
用
、
歯
科
衛
生
士
の
浸
潤

麻
酔
行
為
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　

協
会
が
作
成
し
た
政
策
パ

ン
フ
「
歯
科
医
療
に
正
当
な

評
価
を
」
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
た
。
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
や
窓
口
負
担
の
軽

減
を
実
現
す
る
た
め
各
院
所

で
政
策
パ
ン
フ
を
活
用
し
患

第
３
回
理
事
会
報
告

政
策
パ
ン
フ
の
活
用
を

総
枠
拡
大
、
窓
口
負
担
の
軽
減
求
め
て

国
立
科
学
博
物
館
名
誉
研
究
員
の
馬
場
悠
男
氏
が
講
演

縄
文
人
に
学
ん
だ
食
育
を

　

人
類
進
化
の
過
程
に
お
け

る
咀
嚼
器
官
の
変
化
に
つ
い

て
学
ぼ
う
と
、「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡

会
は
８
日
、
市
民
講
座
「
歴

史
ミ
ス
テ
リ
ー
人
類
は
噛
ん

で
進
化
し
た
―
骨
か
ら
探
る

人
類
史
―
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。
馬
場
悠
男

氏
（
国
立
科
学
博
物
館
名
誉

研
究
員
、
日
本
歯
科
大
学
客

員
教
授
、
座
間
市
教
育
委

員
）
が
講
師
を
務
め
、
ウ
ェ

ブ
視
聴
も
含
め
て
１
７
３
人

が
参
加
し
た
。

　

馬
場
氏
は
、
「
現
代
日
本

人
は
顎
が
弱
く
、
歯
列
が
狭

く
て
歯
槽
部
に
対
し
て
歯
が

大
き
い
た
め
歯
並
び
が
悪
い

の
が
特
徴
だ
が
、
縄
文
人
は

顎
が
丈
夫
で
歯
並
び
が
よ
か

っ
た
。
縄
文
人
の
食
生
活
に

学
び
、
幼
児
の
時
か
ら
顔
を

鍛
え
る
食
育
を
勧
め
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

馬
場
氏
は
、
人
類
進
化
の

過
程
で
直
立
姿
勢
が
発
達

し
、
道
具
や
火
を
使
用
す
る

よ
う
に
な
る
と
顎
顔
面
が
退

縮
し
喉
頭
が
下
降
し
た
こ
と

を
説
明
し
た
。
こ
れ
は
、
咀

嚼
の
障
害
だ
け
で
な
く
睡
眠

時
無
呼
吸
を
引
き
起
こ
す
究

極
要
因
と
な
っ
た
。
ま
た
、

弥
生
時
代
以
降
の
豊
か
な
湿

潤
気
候
に
よ
る
稲
作
農
業
や

箸
文
化
に
よ
っ
て
、
更
な
る

顎
顔
面
の
虚
弱
化
を
招
い

た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
的
・

文
化
的
な
変
化
に
つ
い
て
馬

場
氏
は
「
日
本
人
の
食
文
化

を
変
え
る
こ
と
で
、
顎
顔
面

を
強
化
で
き
る
。
手
づ
か
み

で
大
き
く
硬
い
食
物
を
前
歯

で
食
い
ち
ぎ
り
奥
歯
で
正
常

に
咀
嚼
し
て
い
た
縄
文
人
の

顎
を
取
り
戻
そ
う
」
と
強
調

し
、
生
野
菜
や
干
物
の
素
揚

げ
、
す
ね
肉
な
ど
硬
い
赤
み

の
肉
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
パ
ン

な
ど
を
食
事
の
例
に
挙
げ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
娘
と

話
を
聞
い
た
。
本
人
が
意
識

し
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思

う
」「
顎
の
退
化
に
つ
い
て

歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
危
機

感
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
、
多
く
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

院
議
員
（
立
憲
）
、
大
門
実

紀
史
参
院
議
員
（
共
産
）
、

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
共

産
）
、

八
幡
愛
衆
院
議
員

（
れ
い
わ
）
が
応
じ
た
ほ

か
、
尾
辻
か
な
子
衆
院
議
員

（
立
憲
）
、
大
椿
裕
子
参
院

議
員
（
社
民
）
の
各
秘
書
が

対
応
し
た
。
各
氏
と
も
協
会

か
ら
持
参
し
た
７
２
２
３
筆

の
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
」
署
名
の

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

参
加
し
た
李
理
事
の
感
想

を
掲
載
す
る
。

理
事　

李　

容
顯

参
加
レ
ポ
ー
ト

　

私
が
面
談
で
き
た
の
は
、

八
幡
議
員
（
写
真
上
）
と
森

山
議
員
（
写
真
下
）
。
物
価

　

協
会
は
５
日
、
戸
井
逸
美

副
理
事
長
、
平
野
権
栄
、
李

容
顯
各
理
事
ら
で
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
ん

だ
。
面
談
に
は
森
山
浩
行
衆

・
人
件
費
高
騰
に
よ
る
歯
科

医
療
機
関
の
危
機
的
状
況
、

技
工
士
の
低
賃
金
・
長
時
間

労
働
に
よ
る
技
工
士
不
足
問

題
を
し
っ
か
り
説
明
し
、
歯

科
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を

要
請
し
た
。
熱
心
に
話
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
署
名
を
し

っ
か
り
と
受
け
取
っ
て
い
た

だ
い
た
。
議
員
が
不
在
の
場

合
は
秘
書
の
方
に
要
請
の
要

旨
を
説
明
し
た
。
議
員
会
館

内
で
開
か
れ
た
「
６
・
５
歯

科
署
名
提
出
集
会
」
は
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
百
数
十
名

の
方
々
が
参
加
し
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
集
会
と
な
っ
た
。
現

在
の
歯
科
の
危
機
的
状
況
を

多
く
の
国
会
議
員
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
集
会
だ
っ
た
と
思

う
。

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会


